
スギの赤枯病防除に関する研究(第 I 報)

Yu也 NOl rλ J: A and Yosiyuki Zr::-;xo: Researches on the prevention of 

the needle blight of “ Sugi" (Cryρtomeriae jaρonica D. Dox) (IT). 
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5í'n 報骨では， 束京白却部j日;浅 j川川I川|川If占，:?引IJ古s7i

-E 

もので乏ibつた。本戦はとの後に持た 26~27 "1'./互に浅川古川11の J王か，東京営林Mfíl占 '1\'i:l:1lIと，東

京営林';q:-I三tt山市:1:111並びに当浅川分宝附!rJ1~元八王子"I'I'i'tlll ， JI.!:に 27 "1三度主主的試験として行つ

だIJÎj橋営林lpJ宇都官営林苦IIJJ城古i:l:IIIの計 6 ケ所-で、付った成総をと総:括してとりまとめたもので，

その多くは 25 年度から継続の固場試験が主体となっている。

本報に公ける粉剤に関するゴ式験は，今後林業古畑にも使用されるととを予想して実施したも

のである。

調査方法並び1乙被害程度標示規準は第 I 報と同じでるる。

本研究を行うに当って，当初から常に御指導と御設JJJ] を賜った今関{施主部民と伊藤博士に，

また本R"\験に制iì尽力された当樹~i悌二研究室の技1~1j}]ii勝夫，同岩佐春代p 助手峰尾一色

1) 浅川分室樹病科樹病第二併究室長 2) 浅川分室樹病科第二研究室
。て野原勇太，原野好之 (1952) 林業試験場研究報告 52 159~178 
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宮本政子，五十此多古等の諸氏l亡，な主子江，\;1験i也立:どその他十各))IJ の ftll:~日立を 7.11わした東京及び、前

橋両営材、局:'][，:びに東京都市多摩地方事務jりi林務調各位に対し，ことにi茶店なる謝立を去する。

H 試験苗畑の概況および供試苗木

第 1 表試験苗畑の概況

A general aspect of the nurseries. 

L 年試験地 I ,,,.,...........u..- r 養苗管理一般
間名 所 在 地|度(出品 lF弔 i均百「施 ßI'!. _(反当引'[締|薬剤師

民同f含む (I~ I=I. ,.. '-'1 基 肥追肥|

年 m2 本 3 月 27 日 Z神宮 7官 1 特別の場
I "::::0 1" OUV1 "1:;)" UUUi .::-: 州議 iす なし 5回合を除き

東京都南多摩郡浅川町1-- .,---[ ! 4 月 11 日過燐酸石灰 8i<'I~llm1 
上前田 「一十一一←ー.-')， 1"'11"\,,1 4月 10 日

浅川 Ir哀京都南愛摩地事)127 1 ， 2∞12年￡知~ 麟f肝氏li; なし 6" 1ゐ
L語所林蕗課所昔 )1- プ ~~i 4 月 14 日 一一 1 

三1.1 っ Nv..1 66, 0001 
';1 1 '-'， V 】 U[2年生2 ， 7001 • ー i 

126 840[ 21 ， 0001 4 月 14 日1 ...,::. OAn.1 ')1 (¥(lr.1 --X':_ l-X I~ 硫安 7質 「
[26 840 21 , 000: ~ なし 5回
1 ~V v>v  ~"vvvi 4Fl ~7 日過燐酸石灰 3 か L 

東京者間多摩郡元八王トー一 一 一一一一一一一一
究八王子|子村元八王子 127 . 760! 18 ， 0∞1 3史6日硫案 lO; なし v 塑ぽ

(当分割管試験醐) I 
~， , vVI 'V , vvv 5 月 l 日担燐酸石灰 5 10回
|計 1 1 ，州以∞~ - i - I - 1-1 -
261 - 1 • 1 - 1 -

I 
- 1-[ -

廿塁 l宅建南多摩郡仙IIZ-一一二…JELJE議場
(当分室構内試験苦焔)1 一一一一 同

計 1 501 山01 - I 

: 1_1 一

一「 一寸一一ー|一一τ瓦l瓦控寸?芳 一日1み
1 126: 的 2W04ぶ5日踊酸石灰iU なし 6回合活き
|東京都|止田谷区成城町 塩化加里 一

砧|百四概)1 :~- 1 ， 4001 …l?iiぷ習に」語営 )I~i '， ~vv V' , I 4 月 13日統酸畑 3 か 1 口

計|山01 叫 0001 - 1 - 1 - i-! • 

1 ~_ ~_ 4 月 17 日統:'R 8貫:20 k(! 釘 持別の場

限)I[僻久抑制||1 1 14月 21 日塩化力担 5 か 4 山.~ ~ Ì3団! 26 . 120 4, 800; ~ 過燐酸石灰13 か円rt有印 6回合を除き

;村 寸証R20Er- 一一
平代山，. 山品 .1')7 1 [r東京Ig;f:色局:東京営林\1271 480 14, 100,::-:, 同上 1 向上 6回 11 四

四中露日当区所管 )1 二一 二 一一目旦主旦一 一一一 一一|
l i 計 |ω18， 9001 - 1l 卜-
i126 1  - 1 - 1 - :-l-l! 
栃木県下都賀郡南犬飼 堆肥 27C貫

明 城|限村駄大国谷紳字明峨城 l匂山2幻7ト 1 ，刈刈点印叩吋o 5臼5.0ω∞吋l 叩
Ir 百前百橋営林局字都:宮宮蛍'\i _ 4  4/'-''-''"' , I'-''-''-'! 4月 2勾B 臼臼l過過燐酸石灰 11 か

1\隅融 )1 __  - - - - - - '  塩断化ヒ悶力畑 2υか1

i |計 1 1, 5001 55 ， 0∞|← 1 - 1 

l ふ 3叫叫
27 I 5 ， 3判 147，叫

i 計| 日ぬi 24口SS!
V ， V~V[2年生2 ， 70α
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本防除試験を行ったそれぞれのïW*1lIの概況は第 1 去のと主主りである。な主T本試験に官接な関

係のまうる気象観ìWJ成総は参考までに末尾に附友として掲示するとととした。

主とし供JÎ.式市木は昭和 26 年度約 98 ， 000 *, 27 年度 147 ， 000 本，総計 245.000 本で，

て 1 同床器市木をmいた。ただし 27 年度には一部 2 川床侍lit.木も使Jjj した。

また各市i*1lIざとに多少の差はあったが，選市についてj示器当時の7Ji木の大いさは年により，

は抗H病古iが混入しないように厳重に注意を払った。

績成験試E 

各種薬剤による防除比較試験1 

本試験は各位の液剤たよび粉剤を川いて行ったもので，その結果は~)2 ----3 去に示すとたリ

第 2 表各種薬剤による赤枯病防除試験成績 (昭和 27年度於元八王子苗畑スギ 1 年生首木供用)

Results of th噌 experiments on the prevention of the needle blight of “ Sugi" 

by using various fungicides (1952) 

供述惜調査時一 赤枯病彼害度別本数調査
番号 種 類 付宗還の本数 ..,,= .-1-.= I _= I 

微害 i 軽害;中害|重害|最重害i

|ボルド{液 1 ， 5∞ 1 ，即日4' 2 I 0 I 0 I 0 i 536 

三共ボルド- 1, 500 1, 123 67: 304! 4341 羽 60 : 1, 123 

王銅 1, 500 1 パ 92 912 2291 43 3: 0' 1, 187' 

グポイド 1, 500 1, 030, 812 50 i 0 0: 0' 862 

〆イセン水和剤 1, 500 1, 280 1, 069 15 I 0 ' 0 0 : 1, 084 

ヂンクメ{ト水和剤 2 号 1 , 500 1,239 1 58 I 396 441! 343 1, 2391 
ノックメート水和剤 2 号 1, 500 1, 206 0 7 176 630! 393 1, 206 

1 ウスプルン 1 , 500 1, 1 10 653 41 4 I 38 5 I 0 ' 1, 1 10 

l 無姉(標準) 1, 500 1, 332 0 o I 45 叫 I 847 1,332 

濃度:ボルド F液は 6 斗式，ウスプルン 800 倍液，その他の薬剤は水 1 斗に対し 50g (350 倍)

撒布量:坪 5 合平均とす。
撒布回数: 5 月 19 日， 6 月 11. 25 日，

計 10 目。

試験地面積:各区二民 30 m~. 

である。なゐ秒間j薬剤の成分等については附友 4 .:tõ-よび、附衣 5 に示した。

赤桔病
被害程度

, (指数)

とす。

7 月 21. 31 日 8 月 7. 25 日， 9 月 10 ， 30 日， 10 月 9 日，

0.4 

2 , 9 

1.3 

0 , 9 

0 , 9 

3.9 

4 , 2 

1.5 

4.6 

計-

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

昭和 27. 10 調査

第2 去から l切らかなように，液剤で‘はボルドー液ほか 7極の薬剤を比較すると，主主も優秀な

のは被守指数 0.4をポしたボルドー液で、あし最も不良なのは指数 4.2 のノックメ{トノk和

ボルドー液につぎ良好なのは， 0.9 を示したク剤治よび 3.9 のヂンクメート水手11剤で、ある。

ポイドたよびダイセン水手11剤で、るった。

第 3 表は東京営林局碕市畑で， 27 年度施行したダイセンほか 10 種類の粉剤試験成績である。

とれによると，成総が良好であったのは，撒粉サンボルド，三共錨粉剤 6 ，黄色亙酸化銅

粉剤で，いすコオしも被害程度 0 .4で，ーたは 0.5 を示したダイセン粉剤で，最下位はノックメート

ゐよび硫黄粉剤の 2.4であった。

本結果からみて粉剤中銅製剤が蹴して良好で，硫黄剤はその効果の少いととがわかるo
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第 3 災各種粉剤による赤枯f内防|徐試験成績 (昭和 27年度於砧苗j:1l1 スギ 1 年生苗木供用)

林業試J験場研究報告第 62 号

R色sults of the prevention experiments 0ロ the needJe blight of “ Sugi" 

by vario:ls dusts. (1952) 

番号 薬剤の種類

1.8 

o O. 0 703 0.8 

2 0 ! 0 0 I 330 0.4 

12 6 斗式ボソL ド- 2 , 500 2 , 431 2';9 0' 0 I 0 0'  249 0.1 

13 無蜘j (標準) I 1 ， 5∞ 1 ， 416 0 36 271 1, 053 56 1, 416 3.7 

撒布団数: 5 月 13 日 6 月 6. 20 日， 7 月 9. 23 日， 8 月 6. 30 日 9 月 16. 29 日， 10 月 3 日，計

10 凹。

lí投打f!主: 5 月 ~6 月 10 m" 当り 60g， (ただしセレサン石氏 50gr) ， 7 月~1O月 10 m2 当り 75g.

j散布時間: \，、ずれも日!?天無風日の早，;OJ (午前 5 時~6 時)

試験地図積:各区とも 20 m" (ただし 12 号は 30 m"). 

ダ、イセン粉剤j

フ ヂングメート粉河IJ 3 号

3 ノツグメ{ト粉剤 5 号

4 fùiê黄粉剤l

5 セレサン石氏

6 1)1投粉サンボノL ド{

7 日産i微粉ボルド{

8 I 三共撒粉ボルドー
9 三共銅粉剤 6

王室予j粉剤

定色白:酸化銅扮剤

10 

11 

l特開設! 相病被吉度別叩主一|需品霊
微害|軽害|仁|コ害重害長重害計 (指数)
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第 4 災濃度別ボルドー液による赤枯病防lr~試後成績(昭和 26年度於浅川前îr.1llスギ 1 年生苗木供用)

Results of the Prevention experiments 0口 the needle blight of “ Sugi" 

by various concentrations of Bordeaux mixture. (1951) 

番号 濃 度
| 1 味柑哨枯糊一病供試植調査時 • -1被害程度
付本数lの本数i 微害軽害 rl"害時最重富計!<指数)

2 斗ヨミボルドー 2 , 000 1, 769 321 。 。 。 。 321 0.2 

2 3 斗王℃ 1, 2 , 100 2 , 040 486 。 。 。 。 486 0.2 

3 4 斗式 1, ~， ~001 1, 993 459 。 。 。 。 459 0.2 

4 5 斗式 I! 2 , 200 2 , 1 77 6 18 。 。 。 。 618 0.3 

5 6 斗式 1, 2 , 200 2 , 111 695 フ 。 。 。 697 0.3 

6 7 斗式 I! 2 ,000 1, 843, 555 。 。 。 556 0.3 

71 8斗式 1, 2 , 000 1, 769 595 3 。 。 。 598 0.3 

撒布回数 4 月 25 日 5 月 21 日， 6 月 11. 27 日， 7 月 10. 25 日， 8 月 14. 28 日， 9 月 16 白， 10 

月 7 日，計 10 因。

撒布量:坪5 合とし，畏着剤はカゼイン石灰菜量 1 斗に対し 5 匁添加とす。

試験地面積:各区とも 40m2 • 調査昭和 27. 10 

2 濃度別ボルドーi夜による防除試験

第 4去は 26 年度の浅川苗畑のたl(較であるが，とれによると 2 斗/う至 4 斗式まで，その被害

根度が 0.2 を示し，いす7-~l も 11;]-結よI~ となり， 5 斗式から 8 斗式会では被害程度 0.3 で，相当

低浪度になっているが，その差異がほとんど見受けられない。
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第 5 表濃度別ボルドー液による赤枯病防除試験成農(昭和26年度於砧苗畑スギ 1 主手生苗木供用)

Results of the prevention exp邑riments on the needle blight of "Sugi" 

by various concentrations of Bordeaux mixture. (1951) 

番号 濃 度 |闇値調杏時! 赤枯病被害度別本数調穿 J室長呈E
|付本数lの末試微害|軽害 l 中害 i 童書院童書|計 l(指数)

3 斗式ボルド{ 1, 481: 6吋 釦 36 1 0 ! 0 622 , 1 ・ 0
2 4 斗式 l' 以21 1 ，吋 1 ， 311 ， 115 2 O! 0!1 ，倒 1.0 

3 6 斗式ウ 3, 269 1, 563 1, 340 16 i 9 0 0 I ,510 1. 1 

4 8 斗式 11 2, 595 1, 535 , 1, 120 366 3 i 0 ' 0 ' 1, 517 1. 3 

5 1 1 石式 々 2 , 784 1.239 847 345 41 1 0 1, 234 1. 3 

6 , ;1I耳打投布 (1粟込10 2 ， 5∞I 1, 218 I 73 429 486 229' 1, 218 3.6 

撒布回数 5 月 14. 25 日， 6 月 4. 23 日， 7 月 6. 25 日， 8 月 6. 29 日， 9 月 6 日， 10 月 1 日，計

10 回。

搬布量:坪 5 合とし，展着剤はカゼイン石)火を薬是 1 斗に対し 5 匁添加とす。

試験地直積:各区とも約 50m2 •

第 6 表濃度別ボル lご{液による赤枯病問除試験成績 ω百和 27年度於砧苗畑スギ]年生百木供用)

Results of the prevention experiments on the ne吋le b1ight of “ Sugi" 

by various concentrations of Bordeaux mixture. (1952) 

番号 濃 度 調 赤桔病被害度別本数調査 被赤(害指枯数程病度) ||供付試本数tit の査本数時l 微害 I 軽害中害 童書 I最重害| 計 | 

4 斗式ボ、 J~ ド{ 2, 500 2, 391 , 205 。 。 。 。 205 0.1 

2 6 斗式 " 2, 500 2, 431 249 。 。 。 。 2491 0.1 
3 8 s.1-)";¥ " 2, 500 2 , 413 307 

4 l 石式 " 2 , 500 2, 388 513 o 0 01 0 513 0.2 

5 無I散布(標司11) I 1 ， 5∞ 1 ， 416 。 36 271 1, 0531 56 , 1, 416 3. 7 

撒布団数: 5 月 13 日， 6 月 6. 24 日， 7 月 9. 23 日， 8 月 9. 30 Ei, 9 月 16. 30 日， 10 月 13 日，

計 10 因。

撒布量.坪 5 合とし，展青空事jはカゼイン石)火薬量 1 斗に対し 5 匁添加とす。
試雪角地而積: 1~4 号 50 m2 , 5 号 30 m2 • 調査昭和 27. 10 

1fÇ5 去は 26 年j主に東京営林局砧苗畑で行った結果である。 すなわち 3 斗， 4 斗， 6 斗， 8 

''1-, 1 石式まで 5 キn にういて行った試験結~巴では， 3 ~6 斗式の問にはほとんど主がなく， 8 

斗と 1 石式が慌かに被拝が大きかった。

第6 表は /"J じく {Îjli-r'ii'畑で、行った 27 年度の試験成献で、ある。とれによると 4 斗~8 斗式は p

いすれも被害程度 0.1 で， 1 石式l乙至つてはじめて僅かに 0.2 といった成語を示した。

以上泊4~6 去により 4~8 斗式の間では本病防除効果にほとんど差異が見受けられない。

ただし 26 年度の被害が千均して1.0 以上であり， 27 年度には 0.1~0.2 であるが，その

似|人l は不明である。両年度とも 1!l~処理区は被害度 3.6~3.7 であった。

第 7 交は宇'&15官営林号守口iJj城市:tllll乙ゐいて， 27 年度事業的試験として行ったものでるる。

4~8 斗式い村1の場合も被品。 02~0.03 で，第 4~6 去に示した織成績とほぼ同ー
の討i~~である。
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第 7 表濃度別ボルド{液による赤枯病防除試後成績(昭和 27年度於明滅苗畑スギ 1 平生苗木供用)

Results of the prevention experiments on the needle blight of "Sugi" 

by various concentrations of Bordeaux mixture. (1952) 

番号| 度
!ITh試植調査時;一一 赤布市被害度別本数調査 赤枯病
{寸本数の本数 Id..;t ifííl~ -r-h l:;t~ T- 十一 l ーーー下 被害程度

倣書|軽害 i 中害|重き i取旦盲| 計 (指数)
濃

1 4 斗式ボルド{

2 6 斗式か

3 8斗式か

10,000 8 , 711 157 0 。 o 157 0.02 。

10，(コo 8 , 721 165 0 0 0 

10，(こ o 8 , 027 215 0 0 0 o 215 0.03 

o 165 0.02 

J散布回数: 5 月 6 日， 6 月 2. 22 日， 7 月 5.24 日， 8 月 12. 31 日， 9 月 15 日， 10 月 23 日，計 9 因。

f散布量:坪 5 合とし展着剤はリノ{を添加す。

詞験地面積:各区とも 400 m2 • 調査昭和 27. 11 

3 ボルド{液の撒平jj回数別防除試験

第 8 表ボルド{液の撒布団数別赤枯病防除試験成績(昭和27年度於浅川ï'i'î畑スギ 1 年生:苗木供用)

Results of the prevention experiment on the needle blight of "Sugi" 

by Bordeaux mixture considering from the number of spraying. (1952) 

番号 l 回 数 脚色調査時1 2戸時間!哩仁 関
付本科の糊|僻|軽害(中害|童書 l最重害( 計 1 (指長)
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布撒

1 I 12 回撒布
2 11 四万

3 1 10 回か

4 1 9 回か

5 B 四万

準標

回
国
腕

7
6

錘
…

L
U

勺
J
n
o

o I 。 。 。 126 0.1 

。 。 。 。 171 0.1 

01 。 。 。 294 0.2 

。 。 。 。 212 0.2 

。 。 。 。 261 , 0.2 

。 。 。 。 394i 0.4 

。 。 。 。 457i 0.4 

6 207 22 11 1, 382 1.8 

1, 500 1, 270 457 1 

l ， m|l ，3821mlω 

濃度: 6 斗式(展着剤，カゼイン石灰を築量 1 斗に対して 5 匁添加とす)

撒布団数

よ~I 5 I 6 1 7 I 8 I 9 I 10 I 計
1 1162911327117 301 6191 316!1O 18! 12 

2 116 1132711722 ぬI 6 191 3: 1611 O! 1 1 

3 116 11327117 '30' 6 191 3 16110 1 10 

116;i13217J1643ll;: 

6 116 ヨ7117 3016 1 3 110 

7lド16 I 幻
撒布量.坪5 合
試験地面積:各区とも 30m2 •

4 ボルドー液の時期別撒布による防官余試験

調査昭和 27. 10 

8 

出 8 去は浅JllWî対日に沿いて 27 年度に行っ

たもので，撒イiîlul数として， 年 6 凶から 12

1 '1 1 までの 7 キnの|旦l数別試験である。

本支に示すように， 11 1l ' 1必よび 12 18111散布

は0.1 ， 8 ,9 , 10 凶はそれぞれ 0.2 ， 6 回必

よび、 7 回は 0 .4， 無t散布は1.8 となった。

とのように撒布回数を減らすごとに被害が漸

弐上昇しているととが判った。

7 

6 

本試験は 26 年度元八王子苗畑に沿いて， 5 月より 10 月までの期間中， あるいは早〈切

り上げ，あるいは塗中休むというように，種々組合せて行った固場試験である。
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4 

スギの赤信病防除に関する研究(第E 報) (野原・陳野)

置圃盆昭和 2ô.l0

第 1 図 ボルド{液の時期別徹布による赤枯病防除試験成漬 (昭和 26 年度)
Results of the prevention experiments on the needle blight of “ Sugi" 

by Bordeaux mixture spraying at various seasons. (1951) 

(3) 5 月の(指数 3.0) ，(2) 10 nのみJ散布(被守指数 2.6) ，との紡* (1) 9 Ji以降撒ギrî

(1. 2) , (6) 無J散布 (4.5) の 6(1. 8) , (5) 7 T:Jまで治世ギtî(2.4) ，性) 6 月まで措げHみ撒干fj

その他のものは 1 以下に止まった。故も効区はいす寸しも被害指数少くとも 1 以ヒを示したが，

9 月まで完7 月から 11散布をはじめたものと，!:!lのるったのは，完全撤ギrî区の 0.3 であるが，

しかし 8 月から J散ギtî全にJ散布したものとは，いやれも指数 0.4で完全J散布区と大差がない。

7 月あるいは 8 月，あるいは 9m乙無撒布の月を設けたものとは指数 0.7

第 9 表 ボルド F液の時期別撤布による赤枯病防除試験成讃

(昭和 27 年度於砧苗畑スギ 1 年生苗木供用)
Results of the prevention experiments on the needle blight of “ Sugi" 

by Bordeaux mixture spraying at various seasoロs. (1952) 

をはじめた場合と，

赤祐病
被害程度
(指数)

0.1 

0.3 

0.4 

0.7 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

161 I 

462 I 

515 I 

926 

170 

172 

105
1 

149 ; 

(展着剤jはカゼイン石灰を薬量 1 斗
調査昭和 27. 10 

番号 l 撒布時期 待懇l君諒一|塑?喧?別竺戸空
| | |微害|軽害 中害 l 重吉設重害l 計

1 I 5 月無撒布 1 , 500' 1, 4311 

2 I 6 月無撒布 1 ， 5∞ 1 ， 424 

3 I 7 月無撒布 1 ， 5∞ 1 ， 444 

4 I 8 月無撒布 1 ， 5∞ 1 ， 431! 
5 I 9 月無撒布 1 ， 5∞ 1 ， 423 1 

6 I 10 月無撤布 1 ， 5∞ 1 ， 442 

7 I 事業並撒布 1 ， 5∞ 1 ， 427 1 
B |各月撒布 1, 500 1, 4621 

濃度 6 斗式ボルドー液，ただし 7 号は 5 斗式ボルドー液とす。
に 5 匁添加とす)
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でやや被符が多い。

また:J-i'lX干lîの!万j~fì を 6Hからとして，ー切り←k

林業試験場研究報告

げWlを 9 月または 8 J:J に平めると，被害度は

1 に近づいてきた。

更にとれを繰り返して 27 年度砧市畑で行

ったのが第 9 夫に示す成績である。

計-
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8JJ無J散布区が被害程

7 月先IH世イji区度 0.7 をと示し，発病故も多く，

その主古よf~によると，
3 

6JJ 力IHI.比イliの 0.3，その他はいが指数 0.4，

ゃれも 0.1 となった。

ボルド -j夜ID"1製後の経過日数が本病防除効果に及ぼす;野手~，~試験5 

タ事業実行J-. ，とれに越したととはないが，訓製したボルドー液を当日にJ散布出来れば，

またよ労力関係からJf二むなく調製済みの薬剤を当日に撒布出来得ないとと立.，噴霧器の破損，

とのような場合 1 日とか 2 rl 待って撒布すると効果がどのは，実際とありがちなととである。

柁度に下るかを一応知ってゐかないと，本剤の利fJJ上不経済なととになる。

5 , 10 日 IHJ経過したもの2 , そとで成績第 10 去のように p 判製当日のもの，訓製後 1 , 

をそれぞれ古木にJ散布し，発病程度を制べたわけである。

ボルド{液調製後の経過日数が妻子枯病防除効果に及ぼす影響試験成績

(昭和 27 年度於元八王子苗畑スギ 1 年生苗木供用)

Effects of the lapsεd time after preparation of Bordeaux mixture 0ロ the prevention 

。f the needle blight of “ Sugi". (1952) 

第 10 表

|供試植調査時l 柑病被害度向調査 |赤枯病
付本数の本数l 寸;l;，，"'" 1 rh<y-r-:;;= I";:"""",,,! =被害程度

微急|世百 1 r:J:t害|童書|最亙苦| 言下 , (指数)

1, 500 1, 337 534! 2 0 0 0 

250 203 112 I 0 0 0' 0 

l-M2円。 0 010  
250: 179 179 I 0 0 0 I 0 

1250 191 189 2 0 0 I 0 

濃度: 6 斗式ボルド{液(展着剤，カゼイン石氏を薬i註 1 斗に対して 5 匁添加とす)
撒布団数 5 月 21 日 6 月 12.24 日， 7 月 12.26 日， 8 月 7.27 日 9 月 10.27 日， 10 月 9 日，計 10因。

撒布泣.坪 5 合 試験地面積 1 号 30m" ， 2~4 号 5m2 調査昭和 27. 10 
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1 との枯!.)~ーから l リj らかなように，剥製当rI撒布したものは，被害程度 0.4 で成続最も良し

日経過したものは 0.6，その他はい十れも指数1.0 を示した。すなわち本試験で、は調製後 1 日

経過したボルドー液の効果は予想したほど低下していない結:!i~lとなっている。

要

イ':'}I{は東京都浅子 111r'î .tnほか数ケJíjí'の 'Ni:J:f11で、昭和 26~ ， I古J 27 ~I三同年度に行ったスギ

摘W 

(1) 
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tt{赤j 占11なの防除試験結果をとりまとめたものである。

(2 ) 本?íiiでイJtflJした総而肢は延約 8.800m" 所要了Ji木は主として，スギ 1 同qよ時)山本で p

その総数 245 ， 000 本である。

( 3 ) 各陣薬剤Ij (液剤)の比較;式験によれば，とれまでに 10 種類以上について取り倣った

が，現.{r:のところ，ボルド -j夜が本病防lí会上その効県が最も J~i..越している。

(4) 各相薬剤Ij (粉剤)についても 10 種類以上の比較を行った。なかには相当有望のもの

もあるが，ボルドー液と対比すると，まだとれに匹敵するものは見当らなかった。

(5 ) 第 I 報より継承し，本報に至るまで 4 ヶ年にわたるボルドー液の種々の濃度別防除試

験では，従来の 2~3斗式の高波度をやめて， 6 ~8-''I-式程度の稀山液でも，充分防除の目的

を詑ーするとと 1L_T1仰言を持つに至った。

(6) ボルドー液J散布の時期別比較試験結果は 7 ， 8 月が最も重要な時期であり，とれに尖

いで 9 月， 6 }jであるととを示しP とれは第 I 報で述べたととろと一致した。

( 7) ボルドー液調製後の経過日数と効果の低下については，予期したほどの低下は見受け

られなかった。
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R駸um� 

This report deals with the results of some prevention experiments on the 

needle blight of Cryρtomeria seedlings made by the writers in 1951 and 1952. 

(1) Among many fungicides tested, Bordeaux mixture is the most effective 

to control the disease, and there are no remarkable differences in the effectiveness 
among the concentrations of this fungicide: “2・toもiki" (1-1-10),“4-to-siki" 

(1-1--20)，“6・to-siki" (1-1-30) and "8-toもiki" (1-1-40). These results are 

in accordance with those reported by the writers previously (NOJTARA and ZI;-;~O 

1952). 

(2) To control the disease, 10 kinds of dusting fungicides were tested, and 

no one was so effective as Bordeaux mixture. 

(3) As to the season for spraying Bordeaux mixture to control the disease, 

June to September is very important, and especialIy spraying in July to August 

is most effective to protect the seedlings from damage of the disease. 
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附表1. 気象観測成績 (昭和 26 ， 27 年 4 月 ~10 月 浅川分室観測11)

主瓦一一~I 4 
5 6 7 B 9 10 

気 'Ilii, 22.3 I 25.1 
19.7 I 22.9 

24.7 1 27.0 
25.2 I 26.7 

14.9 I 18.8 
15.5 I 19.1 

19.4 I 22.4 
20.4 I 22.9 

80.5 I 87.5 
日2.2! 83.9 

144.5 I 135.9 
110.4 I 129.4 

16 13 
23 16 

147.3 I 269.6 
247.3 247.2 

(1) 上段は 26 年度，下段は 27 竿度 (お気温，湿度は 10 時観測とす

!最高

混度 1 最低

l 平均

湿 度

日照時間

降雨日数

降 雨 最

14.1 
11.2 

17.3 
19.0 

6.4 
6.3 

11.6 
12.7 

75.9 
72.3 

133.2 
146.7 

14 
14 

168.4 
196.2 

19.7 
15.8 

22.7 
21.9 

11.6 
10.3 

16.8 
16.1 

80.3 
75.4 

166.4 
196.8 

9 
13 

98.0 
128.1 

28.1 I 21.4 I 18.5 
26.0 I 21.1 I 15.6 

30.1 23.0 I 21. 1 
31 . 1 I 25.4 I 21. 3 

21.1 18.4 I 12.1 
21.9 I 17.6 I 13.2 

24.8 I 18.6 I 16.6 
26.5 I 21.5 I 17.3 

84.7 I 85.2 I 70.3 
79.5 I 78.8 I 7ヲ .9

173.3 I 69.3 I 108.0 
142.4 I 79.3 I 106.2 

6 i 16 I 15 

128.4 I 207.7 I 188.4 
136.1 I 74.2 I 155.1 

(3) 降雨最は 10 時限界とす

附表 2. 気象観測j成績 (昭和 26 ， 27 年 4 月 ~10月 砧首畑観視U)

~-一一 月
種類 一一一一一

14.1 
14.4 

16.7 
17.8 

8.7 
8.4 

12.7 
13.1 

71.0 
6ヲ.0

4 

7 

192.0 
降雨量 1列 B

(1) 上段は 26 年度，下段は 27 年度

気 1円

f最高

温度 l 最低
|平均

湿 度

降雨 日数

附表 3.

-_______月|

種類 ~一一一一一一一一 l

気象観測成漬

4 5 6 7 B 10 

気 温

4 5 

(昭和 27 年 4 月~10 月 明城白畑観測)

6 7 I 8 I 9 10 

高
低
均

最
最
平度

i湿 度

13.5 

17.7 

11.7 

70.0 

降雨日数 | 

降雨量 14 1. 7 

(1) 気温，湿度は 10 時観測とす
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附表 4. 供用薬剤lの主要成分立主びに製造箇所

薬 剤 名| 製造会社名 王 要 成 分

ダイセン !日産化学工業株式会社 I Zinc ethylen bis dithio carbamate65% 

ヂングメ{ト 2 号 |大内新興化学 |Zimdime耐1 dithio carb叩late 20~~ó 以上
| 工業株式会社 i 硫黄 20% 以上

" Ferric dimethyl dithio carbamate 2日ヲ占以上
ノ γ クメ{卜 2 号 | 

I 硫黄 20% 以上
| 上|塩基性硫酸主 29% 以上 (Cu 16%) 

三共ボルド-三共株式会 111 フエニーノL4殴水銀 0.3% 以上 (Hg 0.18%) 

王銅 |日産化学工業株式会討 I îf~守主要ヒ銅山 40.7%)

グポイド l 三共株式会計- 1 珪酸銅ト仰 (Cu ト的)
ウスプルン |日本特殊農薬 |クロールフエー -ll.- 水銀 (Hg 2.5% 以上)

l 製造株式会社| ー

附表 5. 供用薬剤jの主要成分説びに製造箇所

楽 剤 名| 製造会社名 王 要 成 分

ダイセン附IJ I 日産化学工業株式会社 Zinc 均len 凶制lio ロrbama匂 4%

ヂングメ{ト粉剤IJ 3 号|大内新興化学 I Zinc dimethyl dithio carbamate 5% 以上
l 工業株式会社|

ノ γ グメ{ト粉剤 5号" ~fte2i~ ，，~~me均1 d凶io carbamate 2% 以上
統葉 25%

硫黄粉剤 l 三共株式会性|硫寅附以上
セレサン石氏 |日本特殊盤株式会社!クロールブエニー州銀 (Hg 1.5%) 

撒粉サンボルドー |日本農薬製造株式会社 塩基性塩化銅附 (Cu れ79b 以上)

日産撒粉ボルド- I 日夜化学工業株式会社 i 塩基性硫酸銅開以上 (Cu 6% 以上)

三共撒粉ボルド- I 三共株式会社|塩基性硫酸銅山以上(臼れ7%)

三共銅粉剤 6 "塩基性炭酸銅 ll~郎 (Cu 6~7%) 

王鈎粉剤 |日産化学工業株式会社!塩基性塩化銅附(白川%以上)

黄色直酸化銅粉剤 |刻じ-共同主主株式会社 1 !!ll酸化銅 9.0% (Cu 8%) 


